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身障者用トイレ
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コインロッカー

有料施設

非公開

世界遺産（ユネスコ）モニュメント

　  遊歩道 ※自転車での通行はできません
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世界遺産の保全にご協力お願いいたします。
●石見銀山には、ゴミ箱を設置しておりません。ゴミは各自お持ち帰りください。
●「歩行中の喫煙」「吸殻・ゴミのポイ捨て」は固くお断りいたします。

天井に龍の絵が
描いてあるよ！

赤い石州瓦の
町並みを一望できるよ！

江戸情緒あふれる
町並み！
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町並みは重要伝統的建造物群保存地区に選定されています。

●

2020.4

暮
ら
す
宿　

只
今
加
藤
家

至 大田→

石見銀山には地域住民が暮らしています。
民家や非公開の建物には立ち入らないでください。



江津・浜田市へ
江津ICまで約35分

大朝ICまで
約1時間

20分
(15km)

仁摩・
石見銀山IC

大田中央・
三瓶山IC

大田朝山IC
出雲多伎IC
出雲IC

山陰道

35分(26km)

25分
(16km)

20分(14km)

10分(6km)

15分
(10km)

15分
(10km)

川本町・広島方面へ

出雲・松江市へ

三次ICまで約１時間

出雲ICまで約30分

波根

仁摩

三瓶
大　森
 （石見銀山）

温泉津
大田市街

9

9

世界遺産
登録された
３つの
ポイント

観光のお問い合わせはこちら
（一社）大田市観光協会　TEL 0854‐88‐9950
営業時間：8：30～17：00　休：日曜日・年末年始 https://www.ginzan-wm.jp

石見銀山では、世界遺産としてふさわしいまちに、また来訪者の皆さまに石見銀山の良さを十分に分かっていただくために、「石見銀山
方式パーク＆ライド」を実施しています。石見銀山の町並み散策をされる場合は石見銀山世界遺産センターへ駐車後、路線バスを利用
していただくよう皆さまのご協力をお願いいたします。また、行程に町並み散策を含む観光バス（マイクロバス含む）については、事前に
予約が必要となります。予め（一社）大田市観光協会へお問合せ下さい。 

❶
❷
❸

世界的に重要な経済・文化交流を生み出した
伝統的技術による銀生産遺跡が豊富で良好に残る
銀の生産から出荷に至る全体像を不足なく明確に示す

石見銀山WAON
イオンでは、国内で初めて世界遺産とタイアップし、石見銀山
遺跡「龍源寺間歩」をデザインした「WAON」を発行しました。

イオンとの提携により、表記の７施設で電子決済が可能となりました。

龍源寺間歩
りゅうげんじまぶ

江戸時代中期、代官所直営の間歩（銀を採掘した坑道）として操業
されていました。900以上ある間歩の中で唯一常時公開されて
おり、坑道の壁面には当時のノミの跡がそのまま残っています。
●料　金　個人：高校生以上410円　小・中学生210円
　　　　　団体：高校生以上310円　小・中学生150円
●時　間　9：00～17：00 
　　　　　※12月～2月は16：00まで（最終入場10分前）
●休　館　元日
●電　話　0854-89-0347

石見銀山資料館（大森代官所跡 )
いわみぎんざんしりょうかん（おおもりだいかんしょあと）

石見銀山に伝わる歴史文化資料、銀山の技術や暮らしを紹介す
る鉱山生活資料、金銀銅の鉱石などを展示しています。1815
年築の表門と門長屋は全国的にも希少です。
●料　金　個人：大人550円　小人250円
　　　　　団体：大人450円　小人200円
●時　間　9：00～17：00
●休　館　12月～2月毎週水曜日、年末年始（12/29～1/4まで）
●電　話　0854-89-0846

重要文化財 熊谷家住宅
じゅうようぶんかざい くまがいけじゅうたく

鉱山業や酒造業、代官所の御用商人などを務めた町並み最大
の商家です。屋敷は部屋数約30。主屋の他に５棟の蔵が建ち
並び、国の重要文化財に指定されています。
●料　金　個人：大人520円　小人100円
　　　　　団体：大人420円　小人  80円
●時　間　9：30～17：00
●休　館　年末年始・毎月最終火曜日・臨時休館あり
●電　話　0854-89-9003

代官所地役人 旧河島家
だいかんしょじやくにん きゅうかわしまけ

河島家は、地役人の総括役である組頭まで昇進した武士です。
1800年初頭に建てられた屋敷は、配置や間取りなど武家屋敷
の特徴をよく残しており、武士の暮らしぶりがうかがえます。
●料　金　個人：大人200円　小人100円
　　　　　団体：大人150円　小人  50円
●時　間　9：00～16：30
●休　館　年末年始
●電　話　0854-89-0932

石見銀山世界遺産センター
いわみぎんざんせかいいさんせんたー

石見銀山のガイダンス施設。坑道跡などの遺跡や町並みの現地散策前に
立ち寄ってほしい施設。石見銀山の価値や散策方法などスタッフが分かり
やすく解説。丁銀づくり体験もできてお土産や記念品としても好評です。
●料　金　個人：大人310円　小人150円
　　　　　団体：大人260円　小人100円
●時　間　（3～11月）8：30～18：00
　　　　　展示室 9：00～17：30 ※最終入場17：00
　　　　　（12～2月）8：30～17：30　
　　　　　展示室 9：00～17：00 ※最終入場16：30
●休　館　年末年始・毎月最終火曜日
●電　話　0854-89-0183

羅漢寺 五百羅漢
らかんじ ごひゃくらかん

銀山で働き、亡くなった人や祖先の霊を供養するため25年の
時間をかけ1766年に完成しました。501体の石仏が安置さ
れています。当時から「ここにお参りすれば亡くなった父母や我
が子に会える」と言われます。
●料　金　個人：大人500円　小人300円
　　　　　団体：大人400円　小人200円
●時　間　9：00～17：00
●休　館　年中無休（臨時休館あり）
●電　話　0854-89-0005

勝源寺
しょうげんじ

※事前予約のみ、内部拝観可。      

銀山奉行代官18名の位牌と東照宮に家康公を初め12代将軍
までの位牌を安置。欄間彫刻、家康と将軍図、羅漢図、キリシタン
地蔵マリア像などを展示しています。
●料　金　大人500円　小人100円 
　　　　　※境内自由拝観、本堂・宝物の拝観は要予約
●時　間　9：00～17：00（１２月～２月は9：30～16：00）
●休　館　年末年始他寺の行事で休館あり
●連絡先　MAIL(showgenji@gmail.com)又は
　　　　　ＦＡＸ（0854-88-2201）

1 2 3

4 5 6
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石見銀山内
一般公開施設（有料施設）
石見銀山内
一般公開施設（有料施設）

●電動自転車は2時間700円。
●普通自転車は3時間500円。
●時間延長は追加料金がかかります。
●返却時間を守ってご利用をお願いいたします。
●レンタサイクルは路面が濡れている場合や
　悪天候の場合は貸出できない場合があります。
●雨天の場合、傘をさしての自転車運転はできません。

レンタサイクル
・・

・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・

店  舗  名：レンタサイクル河村
営業時間：8：30～17：00
定  休  日：不定休　※悪天候の場合休業あり
電　　話：0854-89-0633
※営業日は、TELにて要確認。
※冬期休業あり

「大森代官所跡バス停」すぐ
ＭＡＰ内Aよりすぐ

「大森バス停」すぐ
ＭＡＰ内Bより徒歩 3分

店  舗  名：貸自転車弥七
営業時間：8：30～17：30
定  休  日：無休　※悪天候の場合休業あり
電　　話：080-4264-0087

1.

2.

ガイドと一緒に歩けば楽しく分かりやすい！石見銀山を熟知した地元ガイドがご案内いたします。
歴史の奥深さや素晴らしさを実感できること間違いなしですよ！

石見銀山ガイドの会

●時　間　（3月～11月）10：30～／13：00～
　　　　　（12月～2月）10：30～　
●ガイド料　大人500円　中学生以下無料
　　　　　※別途、龍源寺間歩入場料
●定　員　15名 ※事前予約可能
●集　合　石見銀山ガイドの会事務局前
●電　話　0854-89-0120

●時　間　10：30～
●ガイド料　大人500円　中学生以下無料
●定　員　15名 ※事前予約可能
●集　合　代官所前ひろば
●電　話　0854-89-0120

龍源寺間歩定時ワンコインガイド 大森の町並み定時ワンコインガイド

石見銀山遺跡とその文化的景観について石見銀山遺跡とその文化的景観について石見銀山遺跡とその文化的景観について

世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」は、豊かな自然の中にあります。
緑あふれる山々、澄んだ空気、川のせせらぎ、鳥のさえずりなどもお楽しみください。

石見銀山交通規制のご案内

エリア間の所要時間 ※自動車での所要時間

大森町内のお宿
・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・・

・

石見銀山の宿 
ゆずりは

「石見銀山遺跡とその文化的景観」は2007年7月2日にユネスコの世界遺産に登録されました。大田市は、ユネスコの「世界平和と人権尊重」精神に基づき、世界遺産「石見銀山
遺跡とその文化的景観」の保全・活用を進めています。      

1.世界的に重要な経済・文化交流を生み出したこと
16世紀、石見銀山では先進的な精錬技術「灰吹法」を取り入れ、現地で高品質の銀を大量に
生産しました。その技術は、国内の多くの鉱山に伝わり、銀生産の隆盛をもたらしました。日本銀
は、貿易を通じて東アジアへ流通し、ヨーロッパ人も貿易に参入したことで、東西の経済・文化
交流が行われるようになりました。

2.伝統的技術による銀生産遺跡が豊富で良好に残ること
石見銀山では、採掘から製錬までの作業が、すべて人力・手作業で行われていました。今も山
中では大きな地形の改変が行われず、露頭掘り跡や坑道跡が数多く残り、これらに隣接して存
在した製錬工房や生活の場であった平坦地が1,000か所以上も残っています。

3.銀の生産から出荷に至る全体像を不足なく明確に示すこと
石見銀山遺跡には、鉱山跡を中心に、これを守った城跡、銀や物資を輸送した街道や港など、
鉱山運営の全体像が良好に残っています。さらに、かつて栄えた鉱山町や港町は、今日でも地
域住民の生活の場となっています。また、遺跡周辺には今も豊かな山林が残っており、鉱山遺跡
と自然が一体となって文化的景観を形成しています。

TEL 0854-89-0430

暮らす宿 
他郷阿部家・只今加藤家
TEL 0854-89-0022

宿おおもり
（蔵・離れ）
TEL 0854-89-0106

島根県大田市観光サイト


